２、輸送問題への応用
　

　例題

　　ある製造業者はＡ、Ｂ、Ｃの三つの工場を持っており、そこで同一の製品を製造して店１、２、３、４、５へ供給している。生産能力は工場Ａが月に５０トン、工場Ｂが月に１００トン、工場Ｃが月に１５０トンであり、１か月に供給すべき製品の量は店１に２５トン、店２に１１５トン、店３に６０トン、店４に３０トン、店５に７０トンである。さらに各工場から店舗までの製品の輸送にかかる費用（製品１トンあたり、単位は千円）は下の表のようになっている。このとき輸送費を最小化するには、どの工場からどの店舗にどれだけ運べばよいだろうか。
	輸送費（千円/トン）
	工場Ａ
	工場Ｂ
	工場Ｃ

	店１
	１０
	２０
	３０

	店２
	１５
	４０
	３５

	店３
	２０
	１５
	４０

	店４
	２０
	３０
	５５

	店５
	４０
	３０
	２５


３、Excelのソルバーの利用
線形計画問題を解くのにExcelのソルバーアドインを利用する方法があります。

予め作った表を使ってさっきの例題を試しに解いてみたいと思います。

Excelを開いて、「ツール」→「アドイン」で「ソルバーアドイン」にチェックを入れて使えるようにしておいてください。

ユーザーズマニュアル

1、 輸送費の表に各ルートの輸送費を入力。（B3~D7）

2、 輸送計画の表を別に作り空欄にしておく。（G3~I7）　合計の欄(J3~J7,G8~I8)も作っておきとなりに各工場の生産能力と各店舗の所要数を入力。
3、 目的式のマスを一つ決めて目的関数の式を入力しておく。（B9）
4、 「ツール」→「ソルバー」をひらく。目的セルには目的関数の式を入力したセル（$B$9）を指定する。今回は目的関数を最小化するので「最小化」を選択。変化させるセルは空欄にしておいたG3~I7($G$3:$I$7)を指定。最後に制約条件を入力。

5、 実行を押すと計算が実行されて解と最小値が導き出されます。
